
で
は
、
追
肥
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
適
切
な

施
用
量
が
分
か
り
に
く
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
浸
出
水
の
硝
酸
態
窒
素
を
継

続
し
て
計
測
す
る
こ
と
で
、
適
切
な
追

肥
タ
イ
ミ
ン
グ
や
施
用
量
の
判
断
材
料

に
な
り
ま
す
。

　

鉢
物
生
産
で
は
「
マ
グ
ァ
ン
プ
」
や

「
ロ
ン
グ
」
な
ど
の
緩
効
性
肥
料
を
用

い
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
近
年
、
値

上
が
り
に
よ
り
、
生
産
コ
ス
ト
の
増
大

に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

大
里
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
で
は
、
生
産

者
と
共
に
様
々
な
品
目
で
の
代
替
肥
料

の
利
用
方
法
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
長
年
行
っ
て
き
た
普
段
の
肥
培

管
理
か
ら
の
変
更
は
、
リ
ス
ク
を
伴
う

難
し
い
決
断
で
す
が
、
コ
ス
ト
削
減
に

は
有
効
な
手
段
で
す
。

　

一
週
間
に
一
度
、
鉢
下
か
ら
流
れ
出

る
浸
出
水
の
硝
酸
態
窒
素
濃
度
を
計
測

し
て
、
鉢
土
中
の
残
存
肥
料
分
の
推
定

を
行
っ
て
い
ま
す
。
初
め
て
使
う
肥
料

花
だ
ん
苗
物
・
鉢
物
生
産
に

お
け
る
大
里
農
林
振
興
セ
ン

タ
ー
の
活
動

　

深
谷
市
や
寄
居
町
で
は
切
り
花
に
加

え
て
、
花
だ
ん
苗
・
鉢
物
生
産
（
以
下

鉢
物
生
産
）
も
盛
ん
で
す
。
都
市
近
郊

か
つ
都
心
ま
で
の
交
通
網
に
恵
ま
れ
、

大
消
費
地
へ
の
輸
送
に
有
利
な
点
を
活

か
し
、
様
々
な
品
目
を
組
み
合
わ
せ
た

通
年
出
荷
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。『
み

ど
り
の
風
』
令
和
５
年
度
１
月
号
で
は
、

切
り
花
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
活
動
紹
介

を
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
鉢
物
生
産
に

お
け
る
大
里
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
の
活

動
を
紹
介
し
ま
す
。

　

最
近
人
気
な
観
葉
植
物
の
中
で
も

「
ア
ガ
ベ
」
は
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
商
品
で

す
。
メ
キ
シ
コ
の
高
山
乾
燥
地
帯
原
産

の
植
物
で
、
強
い
光
線
を
好
み
ま
す
。

ま
た
、
同
じ
品
種
で
も
株
姿
に
よ
る
価

格
差
が
大
き
い
商
品
で
す
。
株
姿
を
理

想
的
な
も
の
に
す
る
に
は
、
十
分
な
光

を
当
て
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
し
か
し
、

少
量
多
品
目
を
生
産
し
て
い
る
栽
培
ハ

ウ
ス
に
は
、
暑
い
時
期
に
遮
光
が
必
要

な
品
目
が
多
く
混
在
し
て
い
る
た
め
、

栽
培
ハ
ウ
ス
内
で
は
十
分
な
光
量
を
確

保
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
ハ
ウ
ス
内
で
の
光
量
確
保
を

目
的
と
し
て
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
補
光
を
用
い
て

栽
培
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

株
姿
の
高
品
質
化
だ
け
で
な
く
、
展
葉

速
度
が
速
く
な
り
、
慣
行
栽
培
と
比
較

し
て
早
期
出
荷
が
可
能
に
な
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
従
来
は
商
品

の
高
品
質
化
の
た
め
に
、
晴
天
時
に
は

早
朝
に
栽
培
ハ
ウ
ス
の
外
に
出
し
、
夕

方
に
し
ま
う
作
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
補
光
に
よ
り
移
動
作
業
が
不
要
に

な
り
、
天
候
に
関
係
な
く
光
を
供
給
す

る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

深谷市内で生産されている品目の一例
（右上：ベゴニア、右下：コキア、
 左上：シャコバサボテン、左下：ビンカ）

価格が1/4以下の代替肥料による比較試験の様子

アガベの品質評価について

左：慣行区　右：LED照射区

・葉が短く厚みがあり、葉伸長に占める鋸歯の幅が広いほど価値が高い。
・株全体の開きが小さく、まとまった株姿をしているものが好まれる。

定植から出荷までのポット内の
窒素量の推移（コキア）

左から慣行、10g、8g、6g、4g、2g
慣行肥料はIB4粒/pot追肥あり、代替肥料では追
肥なしで栽培。
代替肥料を6g/L以上入れることで追肥作業を行
う慣行肥料と同等の品質を得ることが出来た。
代替肥料8、10g/Lでは追肥作業が不要なため肥
料費や人件費の合計は1/3以下になった。

❶
代
替
肥
料
の
効
果
の
検
討

❷
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た

　

  

観
葉
植
物
の
高
品
質
化


